
緑
の
基
本
計
画
へ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

。’。

市
で
は

、
み

ど
り

全
般
に
つ
い
て
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
展
望
し

、
そ
の

実
現

に
向
け
て
の
指

針
と
な

る
「
緑

政
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま

す
。
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
り
上
げ

る
計
画
と
す
る
た
め
に
、
緑
の

基

本
計
画
に
期
待

す
る
こ
と
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
で

き
る
よ
う
な
緑

の
活
動
な

ど
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

黷
み

ど
り
と
花
の
課
緑
政
係

緑
化
清
流
に
よ
る
松
戸
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

市

内
に

は
、『
2
1
世

紀
の
森

ど
広
場

を

は
じ
め
と

す

る
公

園
や
貴

重
な

斜

面

林

の
ほ

か
に

、
江
戸
川

や
坂
川

に

代
表

さ

れ
る
水

辺
、

台
地
上

に
多

く

見

ら
れ

る
梨
園

な
ど

、
さ
ま

ざ
ま

な

緑

が
あ
り

ま
す

。

こ

れ
ら
の
公

園

や
緑
は

、
身
近

な

レ

ク
リ

エ

ー
シ
ョ

ン
の
場

を
提

供
す

る
だ
け

で
な

く
、

騒
音

や
公

害

を
低

減

し

た

り

、
生

き

物

の

生
息

場
所

、

火

災

の
延
焼

や
斜
面

災
害

の
防
止

な

ど
、
市

民

の
生
活

空
間

に
潤

い
を
与

え

、
快

適
な

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
て

い
く
上

で
大

切
な
役

割

を
持

っ
て

い

ま
す

。

こ
の
た
め
、
市
で
は
大
切
な
緑
を

守
り
・
創

り
・
育

て
て

い
く

た

め
、平

成
９

年
度

の
完
成

を

め
ざ
し
て
「

緑

の
基

本
計
画

」

の
策
定

作
業

に
着
手

し
ま

し
た

。

計
画

の
策
定

に
当

た
っ
て

は
、

庁

内
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
市
民

の
皆

さ

ん
か
ら

い
た

だ
く

ご
意
見

を

踏
ま
え

、
緑

の
環

境
資

源

を
生
か

し

た
松

戸
ら

し

い
「

緑

の
基

本

計
画

」

を

め
ざ
し

ま
す

。

年

々

減

少

す

る

緑

松

戸
市

は

、
水
戸

街
道

沿

い
の
宿

場
町

、
江
戸

川
水

運

の
要

衝
と

し
て

、

江

戸
川

沿

い
の
低
地

部
を

中

心
に
発

展

し
て

き
ま

し
た

。
そ

の
後
常

磐
線

や
国
道

６
号

線

が
開
通
し

て
台

地
の

上
部
地
域
も
市
街
化
か
始
ま
り
、
昭

和

三

十
年
代

か
ら

は
急
速

に
市

街
化

か
進

ん
で
現

在

の
ま
ち
並

み

が
形

成

さ
れ
ま

し
た

。

こ

の
た

め
、
ま

と
ま

っ
た
緑

は
江

戸

川

や
火
切

・
主

水
新
田

な

ど
の
農

地

や
金

ヶ

作
の
樹

林
、
2
1
世

紀
の
森

と
広
場

、

紙
敷

・
高
塚

新
田

の
農
地

と
樹

林

が
主
で
ぃ

そ

の
ほ

か
に
は
市

街
地

に
小

さ
な

農
地

や
斜
面

林

が
残

っ
て
い
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

面

積
で

見

る
と
、
市

域

の
約
三
二

％

が
緑

に
被

わ
れ
て

い
ま

す

が
、
住

宅

等
の

開
発

に
よ
り

緑

は
年

々
減

少

し

て

い
ま

す

。

公

園

や

広

場

の

整

備

の

現

状

市

内
に
は

、
2
1世

紀

の
森
と

広
場

や
運
動
公

園

、
八

柱
霊

園
な

ど
の
公

園

・
緑

地

が
三

百

七
ヵ
所

、

約
二
百

五
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ

に
、

学
校
等

の
公

共
施
設

の
グ

ラ

ウ
ン
ド

な
ど
で

、
レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン

的
な

役
割

を
果
た

し
て

い
る
広

場
を
加
え
る
と
、
五
亘
ニ
ト
五
ヵ
所
、

約
四
百
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら

の
整

備
面

積
を
市

民

一
人
当

た

り

に
す

る
と
、

約
十
平

方

び
の
公

園

や
広

場
等

が
整

備
さ

れ
て

い
る
こ

と

に

な
り
ま

す
。

「
緑
の
基
本
計

画
」
の
方

針

緑
の
基
本
計
画
で
は
将
来
に
向
け

て
の
『
緑
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
提
示

し
、
こ
の
実
現
に

向
け
て
の
基
本
的

な
方
針
や
事
業
を

策
定
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち

の
緑
を
効
果
的
に

発
揮
さ
せ
る
た
め

に
環
境
保
全
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
防
災

・
景
観
構

成
の
四

つ
の
機
能

を
重

視
し

、
次

の
点
に
留

意

し
な

が

ら
計

画
作
業

を
進

め
ま

す
。

■

減

少

す

る

緑

の

資

源

を

保

全

市

内
の
良

好

な
斜
面

林

や
社
寺

林

、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
木
、
貴

重
な
水
辺
の
空
間
と
な
る
河
川
と
湧

水
、
緑
の
生
産
活
動
の
場
と
な
る
農

地
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

緑
を
保
全
し
て
い
き
ま
す
。

一

地
域
の
個
性
を

大
切
に
し

た
緑

を
創

造

各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
公
園
や

緑
地
の
整
備
、
ま
ち
の
緑
の
景
観
を

形
成
す
る
並
木
や
住
宅
地
の
生
け
垣

・
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
な
ど
に
よ
る
印

象
的
な
公
有
地
・
民
有
地
の
緑
化
等

を
推
進
し
、
個
性
的
な
緑
を
創
造
し

て
い
き
ま
す
。

一

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

保
全
に
努
め
て
得
ら
れ
た
緑
の
資

源
を
活
用
し
、
全
市
的
な
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
回
遊
性
の
あ

る
「
緑
の
回
廊
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

一

市
民

の
皆
さ
ん
と

共
に
進
め

る

緑
と
花
の

ま
ち

づ
く
り

緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
緑

の
保
全
・
整
備
と
緑

化
の
推
進
計
画
を
効
果
的
に
進
め
て

い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
企

市民の皆さんと共に緑と花のまちづくり

業
・
行
政
・
緑
化
基

金
の
協
力
体
制
づ
く

ひ
を
進
め
ま
す
。

緑
の
基
本
計
画
に

関

す

る

ご
意
見

を

お

待

ち
し

て

い
ま

す
。

惠
１
月
1
0
日
(
金
)
ま
で

に
、
郵
送
で
〒
2
7
1
松

戸

市

根
本

三

八
七

の

五

松

戸
市

役
所

み

ど

り
と
花
の
課
緑
政
係
へ

※
直
接
み
ど
り
と
花
の
課
ま
た
は
最

寄
り
の
各
支
所
の
窓
口
に
お
持
ち

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

'ひったくりに注意｜
年末になるとひったくりの被害が増えてきます

年末は飲酒の機会が多くなり

ます。お酒を飲む日には、車は

置いて出掛けましょう。

交通事故は、被害者だけでな

くあなたの家族も犠牲にします。

○銀行や郵便局などの金融機関の行き帰りに注意

しましょう。

○夜は明るく人通りの多いところを歩きましょう。

○無灯火の自転車やオートバイが近づいて来たと

きは特に注意しましょう。

○ハンドバッグは車道の反対側に持ちましょう。

○大金は持ち歩かないようにしましょう(持ち歩

くときはしっかりと身に付け､周囲の人に気を

配り、できるだけ自動車を利用しましょう)。

松戸警察署069-0110 番､松戸東警察署 49 ―

0110 番

飲酒運転はNO

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEL.0473-66-1111　FAX.0473-63-3200

市内の緑のシンボル「21世紀の森と広場

」

歳末
防犯対策



正

月

花

講

習
会

1
2
月
2
7
日
(
金
)
午
後
1
時
～
３
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
正

月
用
生
け
花
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

定
員
先
着
十
五
人
　
費
用
三
千
五
百

円

（
花
材
費
）

圃
電
話
で
三
枝

容
4
3・
0
6
1
5

番

へ

け
る

圃
電
話
で
渡
辺

豊
4
2・
1
6
8

8
番
へ

催
　
し
　

物

親

子

で

育

つ

風

の

子

グ

ル

ー

プ

見

学

会

毎
週
金
曜
日
と
第
二
・
第
四
火
曜

日

午

前
1
0
時
～

正

午
　

会

場
馬

橋

市

民

セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
内
容

親

＝
絵
本

・

子

育

て

・
語

り
な

ど

の
学

習

、
了

ど

も

Ｉ
保

育

を
受

サ
ン

デ
ー
ダ
ン

ス
サ

ー
ク
ル

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
青
少
年
会
館
　
対
象
十
八
歳
～

二
十
五
歳
　
費
用
月
千
円
（
入
会
金

五
百
円
）

横
山
4
1

・
9
8
4
6

番

サ
　
ー
　
ク
　
ル

太

極

拳

サ

ー
ク

ル

毎
月
第
一
・
第
二
・
第
三
月
曜
口
、

午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
　
会
場
八
ヶ

崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
三
千
五

百
円
（
入
会
金
な
し
）

田
付
 
4
8・
2
8
4
8

番

ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
ン
バ
ラ
松
戸

毎
週
金
曜
日
午
後
５
時
3
0分
～
７

時

会
場
青
少
年
会
館

費
用
月
三

千
円
（
入
会
金
五
千
円

）

酒
井

容
6
2・
1
7
7
9

番

混

声
合
唱
団
　

ア
ン
サ
ン

ブ
ル

・

フ

ォ
ン

テ
ィ

ー
ノ

毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

会
場
青
少
年
会
館
 
対
象
高
校
生
以

上
の
青
少
年
　

費
用
月
三
千
円
（
学

生
二
千
五
百
円
、
高
校
生
千
１
円
）

稲
村
 
6
6・
0
0
1
7

番

明 る い 社 会 づ く り ポ ス タ ーコ ン ク ー

ル の 入 選者 が 決 ま り ま し た

第14 回明るい社会づくりポ スタ ーを｢思

い やり｣ の テ ーマ で市内 の小 ・ 中学 生 か

ら募集 し た ところ 、4,582 点 の 応募 が あ

り ました。 審査 の結 果 、270 点 が 入賞 し

たほか、 特別賞 として33 点 が決 まり まし

た。

銅賞以上の入賞作品は、１月７日(火)～

14日(火)の間、市役所１階本館新館連絡

通 路に展 示 します。主 な受賞 者 は次の と

お りで す。

〔市長 賞 〕浅田 茜 里( 高木小) 、内 田成

美( 河原 塚小) 、斉藤 比登美( 北部小) 、前

田千 穂( 金ヶ 作 中)、前田 暁子( 小 金南中)

―敬 称略一

明 るい 社 会 づ く り 松戸 推進 協 議会

65-7389 番

も
ち
つ

き
も
今
年
の
い
い
思
い

出
で
す
（
新

松
戸
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ
イ
ツ
自
治
心
＝
）

子どもたちは寒さも忘れて大張り切り( 新松戸

２丁目商店会・町会共催)

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
。

地

域

の
皆

さ

ん

へ
の
感

謝

の
気

持

ち

と

親

陸
を

兼

ね
て

、
1
2
月
８

日

に
年

忘
れ
も
ち
つ
き
大
会
が
、
新
松
戸
駅

近

く

の
銀

行

駐
車

場
と

新
松

戸

フ

ァ

ミ

ー
ル
（

イ

ツ
集

会
所

で

そ
れ

ぞ

れ

小金・馬橋・

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
来
上

が
っ
た
も
ち
は
さ
っ
そ
く

あ
ん
と
き
な
粉
に
ま
ぶ
し

て
、
つ
き

た
て
の
も
ち
を
賞
味
。
冬

の
一
日
を

楽
し
み
ま
し

た
。

年
忘
れ
も
ち
つ
き
大
会

馬橋駅西口広場が冬の装いに

「西馬橋環境を守る会」が花壇に植栽

河川愛護団体の「西馬橋環境を守る会」が12 月１日、

馬橋駅西口広場の花壇に植栽を行いました。

この会は、新坂川に清流を復活させ、心に潤いと安らぎ

を与える水辺にし､西馬橋の環境を守るうと３年前に発足。

その活動の一環として、新坂川近＜の殺風景な駅前広場を

緑化して、四季折々の風情を楽しんでもらおうと 、年４回

実施しています。

参加者たちは葉牡丹約2,000 株を植栽。シャベル片手に

さわやかな汗を流しました。

駅前広場で冬の風情を楽しんでみてはいかがでしょうか。

熊谷S43-6638 番

学校・家庭・地域の交流を深めようと

小金南中学校で三世代交流会

身
近

な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●小金支所　　小金2( ピコティ西館3階)
41-5101 番

●馬橋支所　　馬橋2515-1　45-2131 番

●新松戸支所 新松戸3-27　43-5111 番

清
流
の
復
活
を
願
っ
て
記
念
撮
影

お
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
作
業
も
順

調
に
進
み
ま
し
た

地
域
の
人
た
ち
の
指
導
で
竹
と
ん
ぼ
づ

く
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た

年 賀 状 の 枚 数 当 て ク イ ズ を 実 施 中

松 戸北 郵便局 で は年 賀郵便元 旦 出発式

行事 の一環 と して、｢年 賀状 ク イズ｣ を実

施 しま す。

問 題｢ 平 成 ９年 元且 の年賀 状は 、松戸

北郵 便局 配達区内 に何万 枚 配達さ れる で

しょう か｣

※平 成 ８年元 旦の 配達枚数 は484 万 枚 で、

１世帯 当 たり 約50 枚 、１人 平均18 枚 で

し た( 当 時の 松戸北 郵便局 区内 人口 は

26万6,000 人) 。 今 年の 年賀 ハ ガ キの

総 発 行枚 数 は昨 年 より １億2,500 万枚

多 い40 億5,000 万 枚 、区内人 口 は ９月

30 日現在26 万3,000 人 です。

賞 品 ふ る さ と小 包( ピ タ リ賞全 員･ は

ずれた人 か ら抽 選 で20 人) 当 選者 発表

１月10 日蚩 郵便 局内お 客様ル ームに 掲示

圉12月28日(土)〔消印有効〕までにハガキ

に答 え(Ｏ ＯＯ 万枚卜 住所･ 氏名･ 年 齢･

電話 番 号 を記入 し て、〒270 松戸 市小 金

原6 の6 の3 松 戸 北郵 便局｢ 年 賀状 元 旦配

達枚 数 クイズ｣ 係(041  ―7071 番) へ

※電話･ファクスによる受け付けはしません。

小金南中学校で11 月９日 、200 人 ほどが参加して３世

代交流会が開かれました。

核家族化が進み、地域との関わり や世代間の交流が希

薄になる中で 、小金南中学区に住むさ まざまな世代の

人々が、スポーツや物づくりを通じて交流を深めようと、

同学区青少年健全育成連絡協議会主催で行われたもの。

グラウンドゴルフ・竹細工・お手玉づくりなどをして、

子どもからお年寄りまで楽しいひとときを過ごし ました。

囮小金南中学校B42-1061 番

音楽の広場（合唱講座）

12月17日(火)午後１時30分～３時30分

会場市民劇場　費用テキスト代2, 700円

（初回のみ）

圃矢切公民館S68-1214 番

調 理 師 免 許 証 取 得 者 は 就 業 届 出 を

千葉県内の飲食店や給食施設などで慟い

ている調理 師は、12月31日現在の就業状況

を１月15日(祝)までに届け出してください。

※届出用紙 は松戸調理師会 にあります。

薺 松戸 調 理師 会( 松 戸保 健 所内) 2561 ―

2121 番( 月･ 水 のみ午前 ９時～ 午後 ５時)

寺嶋文化会館の利用者募集

平成９年度の利用を希望するサーク

ル・団体の申請を受け付けます。

利用期間平成９年４月１日(火)～10年３

月28日(土)　利用種類１種(定期利用)＝１

年度を通して決まった曜日の決まった時

間に利用する、２種(不定期利用)＝利

用希望日を予約して利用する　申請方法

申請書に必要事項を記入して、添付書類

等を添えて提出〔申請書の配布は12月16

日(月)から同会館で〕 受付期間１月８日

(水)～28日(火)費用無料

黷拊寺島文化会館250471 -67-61 53 番

県立現代産業科学館の催し物

内　　　容　　　　｜　　　日　　時　　　　　｜定員｜費用
電 話ま たは

フ ァク ス で県

立現 代産業 科

学館7９－

2005 番 、

79 －2221 番

へ

新松戸支所

版

グ リスマスコンサード

｢ 県内の 学校によるク リスマ

スミュージックの生演奏｣

クリ スマス実,験講座

[科学の楽しさ がわかる実験]

冬 休みキッドシネマ

｢ 科学に 関する 楽しい アニメ

等を 上映｣

12/23(祝)正午～午後1時

12/23(祝)午後1時～２時

23(祝)午前10時～正午

60 人

(要予約)

150人

(当日先 着)

無料

1
1
1
1
1
1
　
i
　

―
　

Ｉ
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12月８日、市内初めての地区社協、常盤平団

地地区社会福祉協議会が常盤平市民センター別

館内を事務局に発足しましたO 松戸市社会福祉

協議会では、地域住民主体の福祉活動がより活

発化するよう基盤づくりに取り組んでいます。

今後、市内の各地域に地区社協を設置し、ふ

れあいのあるまちづくりを進めていきます。

固松戸市社会

福祉協議会

68-0503 番、

常盤平団地地

区社会福祉協

議 会8  7 ―

1561 番

「
結
成
の
集
い
」
に
た
く
さ
ん

の
人
が
出
席
し
ま
し
た

坂
川
源
流
付
近
（
道
路
を

隔

て
左
が
今
年
作

っ
た

休
憩
所
・
御
休
み
処
）

や
ホ
タ
ル
の
保
護
を
行
っ
た

り
、
簡
単
な
水
質
浄
化
実
験

を
行
う
な
ど
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

会
長
の
高
橋
さ
ん
は
、
表

彰
状
を
さ
っ
そ
く
ア
ル
ミ
版

に
彫
金
し
て
大
清
泉
の
そ
ば

の
御
休
み
処
に
飾
り
、
活
動

の
励
み
に
し

た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

醋
高
橋

豊
町
・
7
7
2
4

番

一芸をボランティアに生かす

「一善友の会」が緑風園を慰問

11 月24 日 、六実のボランティア団体「一善

友の会」が舞踊サークル「一松会」の協力のも

と、特別養護老人ホーム緑風園を慰問しました。

当初、この会は旅行などを通して地域の親睦

を深めることを目的に活動をし てい まし たが、

親睦が深まるとともに、会員それぞれに趣味や

特技があることを知リ、それをボランティアに

生かそうと昨年から慰問を始めました。

今回の慰問は松風荘 、松寿園に続くも の。

うた　　　　　　　　なんきんたますだれ唄･ 踊り 一大正琴･ 南京玉簾と多種多彩な芸を披

露し 、施設入所者たちを大いに楽しませました。

会長の高野瀏さん（左下写真後列中央）は「今

後も継続的に福祉施設を慰問し 、施設に入所し

ている皆さんを楽しませたい」と抱負を語って

くれました。

高野 85-6892番

緑風園の人たちを 前に踊りを 披露

い
っ
し

よ
に
活
動
し
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す

し

、

周

辺

の

自

然
環

境

を

守

る

会
」
が
「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
』
優

良
実
践
団
体
と
し
て
巾
内
で
初
め

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
坂
川
源

流
の
大
清
水
周
辺
に
花
壇
や
池
を

つ
く
り
美
化
に
努
め
、
水
生
生
物

「
大
清
泉
の
湧
水
を
復
元
し
、
周
辺
の
自
然

環
境
を
守
る
会
」
に
県
か
ら
表
彰
状

常磐平・小金原・

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●常盤平支所　常盤平3-30　87-2131 番

●小金原支所　小 金原6-6-2 44-4151 番

● 六実支所　　六高台3-71　85-0113 番

く
子

育
て

を
支
援

し
て

い
き

た

い

と
、
市
内
の
各
保
育
所
で
は
施
設
開

放
を
行
っ
て

い
ま
す
。

牧
の
原
保
育
所
で
も
年
十
回
ほ
ど

施
設
を
開
放
し
、
地
域
交
流
を
行
っ

て
い
て
、
次
回
は
1
2
月
1
9
日
(
木
)
午
前

９
時
3
0
分
か
ら
1
1
時
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。
体
操
・
室
内
遊
び
な
ど
普
段
の

保
育
所

の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
担
当

の
保
母
さ
ん
。

施
設

開
放
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
、
母
親
た
ち
の
交

流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は

。
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

牧
の
原
保
育
所
8
5
・
0
9
9
7

番

ポ
リ

ネ
シ
ア
ン

ダ
ン
ス

サ

ー
ク
ル

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　費
用
月
三
千

五
百
円

（
入
会
金
三
千
円
）

齊
藤
 
4
5・
5
9
3
9

番

月

影

会

日

本

画

教

室

毎
月

①
第
二
・
第
四
火
曜
日
②
第

二

・
第
四
金
曜
日
　

時
間
各
午
前
９

時
～
正

午

会
場
テ
ク
ノ
2
1（
松
戸

地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
士
　

費
用

月
五
千
五
百
円

（
人
会
金
な
し
）

厘
石
井
 
6
2・
3
6
4
5

番

松

戸

文

化

講

座

茶

道

サ

ー

ク
ル

毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
午
後
２

時
～
６
時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
三
千
円

崑
人
貫
 
8
6
・
6
6
1
1

番

小

金
原

エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
サ

ー
ク
ル

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
1
5分
～
1
1

時

会
場
小
金
原
体
育
館

費
用
月

二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

大
崎
 
4
5・
9
3
4
6

番

健

気

会
（
気

功

サ

ー

ク

ル

）

毎
月
第
一
・
第
二
・
第
四
月
曜
日

午
後
７
時
～
８

時
4
5分
　

会
場
五
香

市
民
セ
ン
タ
ー
 
費
用
月
二
千
円
（
人

会
金
な
し
）

秋
山
 
8
9・
8
9
1
9

番

もうすぐ確定申告です～確定申告書

の作成はご自身で。提出は郵送で～

所得税の確定申告書は、ご自身（また

は依頼を受けた税理士）で作成し、提出

することになっています。

特にサラリーマンで、医療費控除や住

宅取得等特別控除等を受ける人には、記

載が簡単な確定申告書「給与所得者の還

付申告用」を用意しています。ご白身で

確定申告書を作成してみてください。

税務署で申告書を記入される人は、あ

らかじめ確定申告書用紙に住所・氏名・

扶養控除・所得金額欄など、分かるとこ

ろは記入のうえ、おいでください。

なお、３月に入ると署内が大変混雑し

ますので、早い時期においでください。

※サラリーマンの還付申告は、２月15日

以前でも受け付けています。

※すべて記載できた人は、郵送での提出

をお願いします。

※確定申告用建物設置のため、４月下旬

まで税務署駐車場は使用できません。

羆松戸税務署S63-1171 番

年 末 年 始 のご み収 集 と し 尿 の く み 取

り の お知 ら せ

年末のご み収集 とし尿のく み取りは12

月30 日(月)までで終了 し ます。 年始 は１月

４日出 から開始 します( 右表)。

年 末は、大掃除 などでご み量が増 加し

ま すの で、分別 を正 し く守って計画的 に

集積所に出 しましょう。

｢ 資 源ご み｣ の 紙・布 類は ひもで縛 り、

びん･缶類は袋に 入れて出して ください。

年内にし尿のく み取りが必要 な場合 は、

早めに連絡 してく ださい。

保育所の雰囲気を 楽しんでく ださい

学

董

ま

つ

り

・
バ

ザ

ー

1
月
1
9
日
(
日
)
午
前
1
0
時
か
ら
　
会

場
高

木

第
二

小

学

校

※
物
品

の

提
供

を

お
願

い
し

ま

す

。

羆
ひ

ま

わ
り

第

二

で

里
父
母

会

・
柿

沼
 
8
5
・
5
6
7
0

番

コ

ン

サ

ー
ト

1
2
月
2
6
日
(
木
)
午
後
６
時
3
0
分
開
演

会

場

森

の
ホ

ー
ル
2
1
小

ホ

ー
ル
　

内

容

ヴ
ァ
イ

オ

リ

ン
演
奏

と

行

楽
物

語

「
魔
法
の
笛
」
な
ど
　
費
用
無
料

ふ
た
き

固
常

盤
平

学
園

音

楽

教
室

・
二
木

8
4
・
６
７
５
４
番

ごみの最終収集日と収集開始日

(財)寺島文化会館助成金給付団体の募集

牧
の
原
保
育
所
の
施
設
開
放

遊
び
に
来
て
ね
!

催
　
し
　

物

文化 ホール姉妹都市・広報コーナー

の改装工事を行います

姉妹都市・広報コーナーの展示内容等

を一新するための工事を行います。

工事期間中はこのコーナーの見学がで

きない場合がありますので、ご了承くだ

さい。

工事期間（予定）12月20日(金)～１月

31日(金)

政策企画室文化国際担当

人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
少

な
く
な
っ
た
地
域
社
会
で
幅
広

六実支所版

御休 み処で 表彰状

をも つ会長の高 橋
宏 さ ん( 左) 、 事 務 局 の 前 沢 厚 さ ん

地域福祉活動の拠点に
常盤平団地地区
社会福祉協議会が発足

対 象 平 成 ９年 ４月 １ 日 ～10 年 ３ 月31 日

の 期 間 に ① 芸術 ・文 化 ②学 術 ・体 育 ス ポ

ーツ ③ その 他 生 涯 学 習 相 当 領 域 の 各 活 動

を目 的 と し た 非 営 利 団 体( 個 人 の 私 的 利

用 、 政 治 ・宗 教 に 関 わ る も の を除 く)

助 成 金 １種 ＝ 公 共 性 の 高 い 団 体 に 対 し ．

年 間 の 継 続 的 な 事 業 活 動 に 対 する 助 成 金

(年 間 総 事 業 予 算 の ２ 割 ま た は20 万 円 の

い ず れ か 少 な い 方 を上 限) 、 ２種 ＝ イ ベ

ント・公演会などの単発的な文化事業

(４月１日～９月30日開催分)に対する助

成金(総事業予算の５割または10万円の

いずれか少ない方を上限)　 申請方法

申請書に必要事項を記入して、添付書

類等を添えて提出〔申請書の配布は12月

16日(月)から同会館で〕 受付期間１月８

日(水)卜28日(火)

(財)寺島文化会館 0471 -67-61 53番

※12月23日(祝)は、ごみの収集とし尿のくみ

取りを行います。

鵄清掃業務課業務第１係(ごみ)業務第２係

(し 尿)

収集曜日  12月最終収集日  1月収集

開始日資
源
ご
み
・
有
害
ご
み

月 曜　 地 区

火 曜　 地 区

水 曜　 地 区

木 曜　 地 区

金 曜　 地 区

土 曜　 地 区

30日(月

)24日(火

)25日8水

)26日(木

)27日(金

)28日(土

)

６ 日( 月)

7日(火)

８日(水)

９日(木)

10日(金)

４日(土9

燃
や
せ
る
ご
み
 
 
　
燃
や
せ
な
い
ご
み

収集曜日　112 月最終収集日  1月収集開始日

収集曜日　112月最終収集日  1月収

集開始日
月･水 地 区

火・木地区

水･金 地 区

木･ 士 地 区

月･金 地 区

火･土地区

30 日(月)

26日(木)

27日(金)

28日(土)

.__　.__ ＿

30 日( 月)

28日(土)

６日(月)

７日(火)

８日(水)

４日(土)

６日(月)

－

４日(土)

月･ 水･ 金 地 区

火･ 木･ 土 地 区

30日(月

)28日(土

)

６日(月)

４日(土)

サ
　
ー
　
ク
　
ル

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



障

害

児

と

と

も

に

楽

し

む

ク

リ

ス

マ

ス

会

1
2
月
2
2
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
（
開
場

午

後
１

時

）
　
会
場

稔

台

市

民
セ
ン

タ
ー
　

費
用

五
百

円
（
ケ

ー
キ
・
飲
み

物

代
等

障

害
児

は
無

料

）

※
プ

レ

ゼ
ン

ト
交

換

を
し

ま

す

。
一

人
三

百

円

程
度

の
品

を

ご
持

参

く

だ

さ

い
。

障

害

者
問

題
研

究
会

松

戸

サ

ー
ク

ル

・
近
藤

容
8
7
・
1
6
6
7

番

和

太

鼓

の

ひ

び

き

1
2
月
2
2
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
和

太
鼓
の
演
奏
　
費
用
無
料

鵞
松
戸
市
和
太
鼓
連
盟
・
野
呂
 
8
8

・
1
6
2
6

番

ク
リ

ス

マ

ス

ソ

ン

グ

を

歌

い

ま

し

ょ

う

1
2
月
2
1
日
出
午
前
1
1
時
～
午
後
１

時
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
き
よ
し

こ
の
夜
、

ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
ほ

か
　
費
用
無
料

類
女
声
合
唱
団
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
・
大

胡
 
4
6・
８
－

３
７
番

気

功

と

健

康

茶

の

会

毎

週
土

曜
日
（
月

四

回

）
午

後

１

時

湘一
分

～
３

時
　

会
場

運

動
公

園
武
道

館
会
議
室
ほ
か
 
費
用
月
四
千
円
（
入

会

金
三

千

円
）

鈴
木
 
8
4
・
4
5
5
9

番

松

戸

ク

ロ

ッ

キ

ー

の

会

毎

週
金

曜
日

午

後
６

時
3
0
分
～

９

時

会

場
市

民

会
館

費
用

月

三
千

五
百

円
（
入

会

金
五

千
円

）

新

橋
 
6
3
・
6
8
2
7

番

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

松

踏

会

毎

週
火

曜
日

午

後
６

時

～

９
時

会
場
市
民
会
館
ほ
か
　
対
象
初
・
中

矢切小学校をメーン会場に卜 月23 日の勤労感謝の日、青
少年相談員矢切支部の主催によるオリエンテーリング大会が
行われました。
広い校庭も大勢の参加者で埋より大盛況。子どもたちや親

子・お年寄りの各クラスに分かれ、地図を写しながら熱心に
作戦会議するなど、少し肌寒かった天候にもかかわらず、会
場は参加者の熱気であふれていました。

サ
　
ー
　
ク
　
ル

※
都
合
に
よ
り
会

場
等
は
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

級
者
で
主
に
女
性
　

費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

小
室
 
6
3・
3
5
2
4

番

三

彩

の

会
（
日

本

画

）

毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
午
前
1
0
時

～
午
後
１
時
　
会
場
市
民
会
館
ほ
か

費
用
月
五
千
円
（
入
会
金
千
円
）

堀
井
 
6
2・
7
0
5
4

番

東

葛

混

声

合

唱

団

月
三
回
土
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
市
民
会
館
ほ
か
　
内
容
カ
ル
ミ

ナ

ー
ブ
ラ
ー
ナ
ほ
か
　
費
用
月
二
千

五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

中
島
 
4
5・
4
8
9
3

番

サ

ン

フ
ラ

ワ

ー
（
英

会

話

）

毎
週
月
曜
日

午
前
1
0時
～
正
午

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
三

１

円
（
入
会
金
千
円
）

高
力
 
6
3・
3
2
9
6

番

木

彫

杉

の

会

毎

月

第

一

・
三

金
曜

日

午
後

１

時

～
４

時
　

会

場
市

民

会
館
　

費
用

月

三
千

五

百
円
（
人

会
金

二
千

円

）

深
井
 
6
1
・
2
7
8
5

番

（
夜

間

の

み
）

古

典

を

読

む

会

毎

月

第

二
土

曜
日

午
前
1
0
時

～
正

午
　

会

場
市

民

劇
場
　

内

容

口
記

も

の
を

ゆ

っ
く
り

読

む

（
現

在
土

佐

日

記

）
　
費
用

月

五
百

円
（
入

会

金

な
し

）

五
條
 
4
3
・
5
3
4
9

番

（
午

前

中

の
み

）

Ｋ

・

Ｐ

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週

木

曜
日

午

後
７

時

～
９

時

会

場
東

部
市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

象
初

心

者
　

費
用

月

二
千

八

百
円

（
一

回

七

百
円

・
人
会

金
千

円

・
体

験
無

料

）

新
藤
 
9
2
・
5
2
0
5

番

栄町2 ・3丁目町会と松戸西

部環境を守る会でコ2月１日、

80人が参加して東堀沿いに

ハボタンなど200 個のフラワ

ーポットを飾り 、街を行く人

の目を楽しませています。

街

を

き

れ

い

に

！

栄
町
2
丁
目
・
3
丁
目
町
会
な
ど
が

フ
ラ
ワ
ー
ぽ
っ
と
で
環
境
美
化
活
動

今年で10 回目を迎える東部地区婦

人グラウンドゴルフ大会が、12月１日、

和名ケ谷中学校で行われました。好天の

下、参加者はナイスショットを連発し日

ごろの練習の成果を発揮していました。

財松戸市福ﾈr卜公籵が一部地域で配色サービスを開始します

福 祉公社 の有 償在宅 福祉 サ ービ ス事業

の 一環 として、平 成9 年1 月 から夕食 を自

宅 に配達 する サービ スを開始 し ます。

今回 は一部 の地域 に限 らせてい た だき

ますが､ 試 行の経 過を踏 まえ､将来 的に は

市 内全地 域への 拡大 を目 標としてい ます。

対象地 域本庁 管内 ・矢切 支所管 内・ 東

部 支所管 内の地 域（詳細 は下 表 のとおり ）

対 象者65 歳以 上 の高齢者 、心身 に何 らか

の障害 のある 人がい る世帯 等で 、配食 サ

ービ スを必 要と する人（ 介護 者 で食事 作

り に困 ってい る人 も含 む）　 内 容月～ 金

曜 日の希望 する曜日( 祝日･年 末年始 を除

く) に 夕食 を定 期的 に配 達　 利用 料 金 １

食800 円( 公社 の 利 用会 員 となって い た

だくた め,利 用料金 のほ かに入会 金1,000

円〔入会 時の み 〕と 月会 費1,000 円 を負担

してい ただ きま す) 開始 時期９年1 月下

旬( 予定)

匣12 月16 日(月)か

ら、電話で(財)松

戸 市福祉 公社登

68-2941 番 へ

【本庁管内】松戸、小山、本町、松戸新田、仲井町、稔台、岩瀬、胡録台、小

根本、根本、野菊野、緑ヶ丘、上本郷、北松戸、南花島、竹ヶ花、吉井町、樋

野囗、古ヶ崎、栄町、栄町西

【矢切支所管内】上矢切、中矢切、下矢切、栗山、三矢小台、二十世紀が丘美

野里町、二十世紀が丘中松町、二十世紀が丘萩町、二十世紀が丘柿の木町、二

十世紀が丘丸山町、二十世紀が丘梨元町、二十世紀が丘戸山町、小山、松戸、

大橋

【東部支所管内】田中新田、河原塚、紙敷、高塚新田、秋山、大橋、和名ヶ谷

東
部
地
区

婦
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

●本庁(市役所地域振興課･広報課)

根本387-5　　　66-1111 番

●矢切支所　三矢小台3-10-5　62-3181 番

●東部支所　 高塚新田363-4　92-3061 番

秋山団地自治会で、11 月９日 、千葉大学

の落語研究会を招いて寄席が開かれまし

た。「まんじ ゅうこ わい」や大喜利など笑

い声に包まれた一日となりました。

自宅の健康診断をしてみませんか（木

造住宅の耐震診断・補強方法の相談

会）

12月24日(火)午前10時～午後4時　会場

青少年会館　持ち物自宅の平面図等澗 取

り図）費用無料

※当 日相 談のある人は、

事前に電 話 をしてく

ださい 。次回 の開催

は本庁 ・矢切 地区 を

予 定 してい ます。

鰥建築指導課建築指導係

放 送 大 学 の 平 成9 年 度 第1 学 期(4 月 授

業 開 始) 学 生 を募 集

募 集学生 全科履修 生(大学卒業をめざす

人)･ 選科履修 生(1 年間)・科目履修 生( ６

ヵ月間)出願受け付け12月15日(日)～2月

15日(土)

奈募 集要項 はハガ キ または電話 で請求 し

てく ださい( 無料)。

贈 放 送 大学 本 部( 〒261 千 葉市 美 浜区 若

葉2 の11   043 ―276-5111 番

東京経済大学大学院修士課程( 社会

人) を募集

応募資格大学卒業後5年以上経過(大学

院修了の場合は3年以上)しており、民間

企業または官公庁で３年以上の実務を経

験している人　募集人員５人程度　出願

期間１月20日(月)～27日(月)試験日2月20

日(木)

※詳細はお問い合わせください。

岡東京経済大学教務課大学院係S0423-

28-7741 番

労災職業病なんでも相談会

12月21日(土)午後1時～4時　会場船橋

中央公民館(00474-34-5551 番）対応

者弁護士・社会保険労務士・医療ケース

ワーカーほか　費用無料

※予約の必要はありません。

鵞千葉中央法律事務所S043-225-4567

番

道路は正しく使いましょう。

道路維持課

本庁・矢切・

東部支所

版
身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。矢切オリエンテーリング大会

チームワークで頑張るぞ!

催
　
し
　
物

千葉大生がお笑いを一席

専修大学松戸高校の生徒が

花い っぱい 運動で活躍

市
立

病
院
わ
き

の
街
路

を
花

月
７
日
、
専
修
大
学
松
戸
高
校

の

生

徒

八

十

人

が

野

草

の

種

（
八

種
類

）
を
ま

き
ま
し
た

。

」
な
る
と

こ

や
ガ
ザ
ニ
ア

な
と
が
咲
き
ま

す
〈

惜しい! もう少しだったのに
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